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ー表紙の写真についてー

　10 月 10 日に第 1 回リバーパークマラソン記録会が開

かれ、129 名が 5、3、2、1 キロの 4 部門に別れ、尻別

川リバーパークで爽やかな汗を流しました。強風にあお

られつつも、参加者全員が無事に完走しました。

　バイアスロン競技の古谷沙理選手（倶知安

町出身・冬戦教所属）が、今年度の海外派遣

選手に決定しました。11 月から翌年 3 月ま

での間、ヨーロッパ各地において IBU カップ

やワールドカップに出場します。

　マサイ族の戦士であるジャクソンさんが来

町し、世代交流センターで講演をしました。

ジャクソンさんは、マサイの人々の生活やラ

イオン 7頭、象 2頭と戦った自身の経験など

を、集まったおよそ 80 名の人に話しました。

　風土館において藍染体験ワークショップが

開催され、参加した 9名が藍染にチャレンジ

しました。布の種類による染まり方の違い

や、模様やグラデーションをつける染め方な

どを、楽しみながら体験していました。

　第 29 回倶知安高校吹奏楽局定期演奏会が

公民館大ホールで行われました。Ｊ－ＰＯ

ＰやテレビＣＭで使用された曲のメドレー、

ジャズなどバラエティに富んだ素晴らしい演

奏に観客は時間を忘れ耳を傾けました。

10 10 色んな藍染を体験10 4 古谷沙理選手、 海外派遣決定！

9 27 感謝の気持ちを音で♪9 21 マサイの戦士がやってきた！

　倶知安中学校で第 3回学校祭が開かれまし

た。多くの人が来校し、劇や映像上映などの

ステージ発表を始め、合唱コンクール、壁新

聞やパネルなどの生徒たちの作品展示を楽し

みました。

　文化福祉センターで「JAZZ in 倶知安」が

開催され、羊蹄山ろくの子どもたちで結成し

ている Mt. 羊蹄ジュニアジャズスクールなど

5 団体が演奏し、聴衆を楽しませてくれまし

た。

10 17 全生徒の想いを紡いで10 12 秋の夜長を素敵な JAZZ で



決
け っ さ ん ほ う こ く

算報告まちの家計簿

　ここで挙げた数字は、一般会計、特別会計と水道事業会計の 26 年度決算額

です。一般、特別、水道事業会計の決算額は、監査委員による関係書類の審査

を経て町議会に提出し、9月定例町議会で、審議・認定されました。

　併せて、27 年度予算の上半期（4 － 9 月）の執行状況、町人事行政の運営な

どの状況もお知らせします。

　地方自治法第243条の3第1項、

倶知安町の財政事情説明書の作成

及び公表に関する条例に基づき、

平成 26 年度 1 年間の町財政の決

算を報告します。

26平成2626年度

平成 26 年度決算額総括表

会　　　計　　　名 歳 入 歳 出 歳入歳出差引額

一　　般　　会　　計 79 億 6410 万円 76 億 555 万円 3億 5855 万円

特　　別　　会　　計 18 億 7993 万円 20 億 1499 万円 ▲ 1億 3506 万円
国 民 健 康 保 険 7億 2394 万円 8億 6739 万円 ▲ 1億 4345 万円

後期高齢者医療 1 億 5482 万円 1億 5134 万円 348 万円

介護保険サービス 402 万円 382 万円 20 万円

公　共　下　水　道 9億 9037 万円 9億 8671 万円 366 万円

地 方 卸 売 市 場 678 万円 573 万円 105 万円

全　　　会　　　計 98 億 4403 万円 96 億 2054 万円 2億 2349 万円

水道事業会計決算総括表
収益的収支（水道水を各家庭に送るための費用） 資本的収支（施設の建設・改良のための費用）

収入（消費税込み）

区　　分 決 算 額

工事負担金 93 万円

他会計負担金 2158 万円

不 　足 　額
（補てん財源）

1億 5282 万円

計 1億 7533 万円

支出（消費税込み）

区　　分 決 算 額

建設改良費 1億 797 万円

企　 業 　債
償　 還 　金

6736 万円

計 1億 7533 万円

収入（消費税除く）

区　　分 決 算 額

水 道 料 金 2億 3657 万円

他会計負担金 1010 万円

その他収益 4億 3285 万円

計（ a ） 6 億 7952 万円

注）人件費は非常勤職員分除く

支出（消費税除く）

区　　分 決 算 額

人 　件 　費 4658 万円

減価償却費 4 億 7846 万円

維持管理費 4257 万円

支 払 利 息 3307 万円

そ 　の　 他 3280 万円

計（ b ） 6 億 3348 万円

経常利益（aーb）  4604 万円

26 年 度 の 主 な 事 業

①一人ひとりを大切にするまち
・地域医療体制の整備事業（事業費 1億 7615 万円）
　救急医療体制の充実や常勤医師確保への対策事業を実施
・予防接種事業（事業費 2860 万円）
　病気に対する抵抗力を高め、感染症の罹患と流行を予防
　する為のワクチン接種委託事業を実施

②子どもが心身ともに健やかに育つまち
・児童館・放課後児童クラブ運営事業（事業費 2576 万円）
　保護者が就労などにより昼間家庭にいない小学校低学年
　（１年～３年）の児童の健全育成事業を実施
・母子検診事業（事業費 1325 万円）
　妊娠中の健康を保持し健康な子どもを産み育てることを
　支援する妊産婦健診や子どもの健やかな発達発育を促す
　乳幼児健診事業を実施

③やる気いっぱいのまち
・商店街活性化事業補助（事業費 1380 万円）
　商店街の活性化のため、商店連合会事業、プレミアム商
　品券発行事業に対し経費の一部を助成

④人と人とのつながりがあるまち
・社会教育　青少年教育事業（事業費 644 万円）
　町内小学校５年生を対象とした様々な体験活動を展開す
　るくっちゃんワンダーキッズや観光パートナーシップ協
　定を結んでいる日光市の子ども達との交流、65 歳以上の

　方を対象とした教育事業である寿大学などを実施

⑤安全に暮らせるまち
・街路防犯灯設置・維持費補助金（事業費 1458 万円）
　地域ぐるみで犯罪を未然に防ぎ、明るい環境づくりと省
　エネ対策を実施

⑥次の世代に引き継げるまち
・除雪対策事業（事業費 4億 5481 万円）
　車歩道の除排雪、流雪溝の管理、私道除排雪に対する補
　助などを実施
・道路改良修繕及び橋りょう維持補修事業（事業費 3億 21
　18 万円）各町道の補修や歩道造成、橋りょう修繕などを
　実施
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歳　
　

入

語句解説
①自主財源＝自主

的に収入する財源

を表します。ここ

では、町税、繰入

金、繰越金、使用

料・手数料、諸収

入、分担金・負担金、

財産収入、寄附金

をいいます。

②依存財源＝国や

道から交付される

財源を表します。

こ こ で は、 主 に、

地方交付税、国庫

支出金、道支出金、

地方譲与税などを

いい、町債も含ま

れます。

区　　　　　　　　　分 決　　算　　額 前年度比 構成比（かっこ内は前年度）

自
主
財
源

町　　　　　　　　　税 21 億 4023 万円 1.5％ 26.9％

42.7％

（40.3％）

繰　　　　入　　　　金 3億 5332 万円 33.7％ 4.4％

繰　　　　越　　　　金 2億 7479 万円 ▲ 1.5％ 3.5％

使 用 料　・　手 数 料 1 億 7746 万円 0.8％ 2.2％

諸　　　　収　　　　入 3億 2753 万円 2.6％ 4.1％

分 担 金　・　負 担 金 7747 万円 9.3％ 1.0％

財　　産　　収　　入 4040 万円 2.0％ 0.5％

寄　　　　附　　　　金 715 万円 ▲ 53.1％ 0.1％

依

存

財

源

地　方　交　付　税 26 億 0210 万円 ▲ 1.5％ 32.7％

57.3％

（59.7％）

町　　　　　　　　　債 5億 4515 万円 ▲ 38.0％ 6.8％

国　庫　支　出　金 7億 1103 万円 2.5％ 9.0％

道　　支　　出　　金 3億 7327 万円 16.6％ 4.7％

地 方 消 費 税 交 付 金 2 億 175 万円 19.9％ 2.5％

地　方　譲　与　税 8934 万円 ▲ 4.8％ 1.1％

地 方 特 例 交 付 金 446 万円 ▲ 14.1％ 0.1％

自動車取得税交付金 1122 万円 ▲ 54.1％ 0.1％

利　子　割　交　付　金 386 万円 ▲ 18.2％ 0.0％

ゴルフ場利用税交付金 796 万円 ▲ 1.1％ 0.1％

交通安全対策交付金 272 万円 ▲ 7.2％ 0.0％

配　当　割　交　付　金 801 万円 95.8％ 0.1％

株式等譲渡所得割交付金 427 万円 ▲ 23.3％ 0.1％
国 有 提 供 施 設 等
所 在 市 町 村 助 成 交 付 金 60 万円 ▲ 10.4％ 0.0％

一般会計歳入合計 79 億 6409 万円 ▲ 2.0％ 100％

自
主

財

源

依依

存存

財財
源源

町税

21 億 4023 万円

（26.9％）

地方交付税

26 億 0210 万円

（32.7％）

諸収入

3億 2753 万円

（4.1％）

分担金及び負担金

7747 万円

（1.0％）

使用料及び手数料

1億 7746 万円

（2.2％）

繰越金

2億 7479 万円

（3.5％）その他

4億 87万円

（5.0％）

地方譲与税

8934 万円

（1.1％）

その他の

交付金など

2 億 4485 万円
（3.0％）

国庫支出金

7億 1103 万円

（9.0％）

道支出金

3億 7327 万円

（4.7％）

歳入総額
79億

6409 万円

町債

5億 4515 万円

（6.8％）
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額
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す
こ
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さ
れ
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よ
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慎
重
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財
政
運
営
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必
要
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考
え
て
い
ま

す
。
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算報告

語句解説
①扶助費＝生活保護法、児童

福祉法、老人福祉法などに基

づき、対象者の生活を維持す

るために支出されるものや、

町が単独で行う各種施策にお

いて支出される福祉的な経費

です。

②物件費＝町で事務を行うの

に必要な経費や、公共施設の

光熱水費などの支払いのため

の消費的な経費です。委託料

や使用料及び賃借料も物件費

に分類されます。

③繰出金＝一般会計、特別会

計で、他の会計に支出するた

めの経費を表します。（特別会

計の種類は、3 ページ「決算

額総括表」に掲載されている

5つの会計を表します）

区 分 決　　算　　額 前年度比 構　成　比 町民一人あたり

民生費（高齢者、障がい者、子育てなど） 18 億 9741 万円 9.6％ 24.9％ 122,406 円

土 木 費（ 道 路、 橋 梁、 河 川 な ど ） 14 億 4914 万円 10.8％ 19.1％ 93,487 円

総 務 費（ 財 産、 戸 籍、 税 徴 収 な ど ） 10 億 6013 万円 10.7％ 13.9％ 68,391 円

教 育 費（ 小 中 学 校 の 運 営 経 費 な ど ） 8 億 5121 万円 4.4％ 11.2％ 54,913 円

衛生費（ごみ、環境衛生、各種健診など） 7 億 4406 万円 ▲ 2.1％ 9.8％ 48,001 円

公　債　費　（　借　金　の　返　済　） 7 億 3877 万円 ▲ 4.1％ 9.7％ 47,660 円

消 防 費（ 消 防・ 救 急 な ど ） 3 億 1817 万円 ▲ 61.4％ 4.2％ 20,526 円

農林水産業費（農業、林業、畜産など） 2 億 8370 万円 21.5％ 3.7％ 18,302 円

商工費（観光、商業、企業振興など） 1 億 4460 万円 ▲ 3.8％ 1.9％ 9,328 円

議 会 費（ 議 会 運 営 経 費 な ど ） 9243 万円 ▲ 1.3％ 1.2％ 5,963 円

労 働 費（ 雇 用 促 進 な ど ） 2592 万円 3.5％ 0.3％ 1,672 円

災 害 復 旧 費（ 災 害 経 費 な ど ） 1 万円 ▲ 100.0％ 0.1％ 1 円

一 般 会 計 歳 出 合 計 76 億 0555 万円 ▲ 3.1％ 100％ 490,650 円

消
費

的

経
費

その
他

経
費

投投
資資

的的
経経
費費

人件費

13 億 2460 万円

（17.3％）

物件費

12 億 268 万円

（15.8％）

扶助費

7億 9626 万円

（10.5％）

補助費など

8億 9041 万円

（11.7％）

普通建設事業費

10 億 1246 万円

（13.3％）

公債費

7億 3877 万円

（9.7％）

繰出金

9億 0812 万円

（11.9％）

維持補修費

4億 6807 万円

（6.2％）

積立金

2億 4917 万円

（3.3％）

貸付金など

1500 万円

（0.2％）

歳出総額
76億

555 万円

※人口は平成 27 年 3 月末現在の 1万 5501 人を使用

災害復旧費

1 万円

（0.1％）
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そ
の
他
、
公
債
費
は
19
年
度
か
ら

３
年
間
で
実
施
し
た
低
金
利
へ
の
借
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新
規
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ま
た
、
今
後
予
想
さ
れ
る
各
種
事

業
に
備
え
、
約
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億
５
千
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円
を
基

金
へ
積
立
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
事
務
事
業
の
見
直

し
も
含
め
、
効
率
的
・
効
果
的
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。



貯金と借金
土地　　1660 万 8276㎡
（公用・公共用地 23％、山林・原野など 77％）

（前年度比 41,349 ㎡減）

建物　　12 万 7110㎡
（庁舎・総合体育館、公営住宅など 187 棟）

（前年度比　56 ㎡減）

基金（貯金）　17 億 9235 万円
（前年度比 1億 0031 万円減）

町民一人当たりの貯金＝ 11 万 5628 円

町民一人当たりの借金＝ 77 万 0620 円

積　　　立　　　先 件　数 金　　　　額

ふるさと応援基金 26 件 6,767,149 円

社会福祉事業基金 1件 30,000 円

教育振興基金 3件 355,000 円

（　合　計　） 30 件 7,152,149 円

デ ー タデ ー タ で 見 るで 見 る財 政財 政
①実質赤字比率＝一般会計など税金を主な収入源とする会計の収支が、赤字なのか黒字なのかを見るもので

す。赤字の場合、赤字額が倶知安町にとっての標準的な収入額に対しどのぐらいの割合なのかを表します。

（倶知安町は収支が黒字のため、この比率は算出されませんでした。）

②連結実質赤字比率＝倶知安町のすべての会計の収支（赤字・黒字）を合わせて、町のトータルとしての収

支が赤字か、黒字かを見るものです。赤字の場合、赤字額が倶知安町にとっての標準的な収支額に対しどの

くらいの割合なのかを表します。

（倶知安町は収支が黒字のため、この割合は算出されませんでした。）

③実質公債費比率＝年度内の払うお金の内、過去にした借金の返済に充てられた額がどの程度の大きさなの

かを見るものです。典型的な借金である地方債の返済に充てられた額に加え、債務負担行為に基づく支払い

など借金的なものは全て含まれます。

④将来負担比率＝町の借入金や将来支払いが見込まれる負債などの、現時点での程度を表したもので、将来

の財政の圧迫度を示しています。

⑤資金不足比率＝公営企業として実施している事業ごとに収支が赤字なのか黒字なのかを見るためのもので

す。赤字の場合、赤字額の事業規模に対する割合をみます。

実質公債費比率＝ 9.3
※ 25 年度に比べ 1.7 ポイント改善

将来負担比率＝ 58.9
※ 25 年度に比べ 0.8 ポイント上昇

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金
不足比率については、算出されません。
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倶知安町ふるさと応援寄付金の運用状況

　倶知安町ふるさと応援寄付金は、まちづくりを応援し
ようとする人から寄付金を募り、これを財源として各種
事業を実施することを目的に、平成 21 年度に創設され
ました。26 年度にいただきました寄付金は、30 件、計
7,152,149 円でした。

内　　　容 26 年度末残高 対前年度増減

公 共 下 水 道 40 億 9600 万円 ▲ 5919 万円

道 路 ・ 公 園 8 億 9529 万円 ＋ 842 万円

公　営　住　宅 14 億 4544 万円 ▲ 6550 万円

上　　水　　道 6 億 720 万円 ▲ 6736 万円

小 ・ 中 学 校 6 億 8554 万円 ▲ 5041 万円

農 業 ・ 林 業 1 億 5511 万円 ▲ 2623 万円

美　　術　　館 2590 万円 ▲ 4577 万円

そ　　の　　他 40 億 3490 万円 ＋ 7920 万円

計 119 億 4538 万円 ▲ 2億 2684 万円

借金残高の内訳

※ 18 ～ 26 年度は決算額、27 年度は当初予算額（見込み）。18 ～ 27
年度は「臨時財政対策債」を含む。
臨時財政対策債：普通地方交付税の一部を地方債として借り入
れるもので、13 年度から特例として発行が認められました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
倶知安町の場合（26 年度）、普通交付税 21 億 4146 万円に対し、臨時
財政対策債 3億 2125 万円の発行が許可されました。

71.973.4

41.041.6

6.16.7

単位：億円

H18　H19　H20　H21　H22　H23　H24　H25　H26  H27

※人口は平成 27 年 3 月末現在の 1万 5501 人を使用

※人口は平成 27 年 3 月末現在の 1万 5501 人を使用

71.3

43.3

7.4

69.9

44.9

8.0

74.0

46.4

8.6

76.2

47.9

9.1

80.6

48.9

9.7

88.6

49.9

10.3

96.7

50.7

11.2

事業名 金額 事業名 金額

新駅周辺施設整備計画
検討事業 200,000 円 道道ニセコ高原比羅夫線

無電柱化事業 50,000 円

倶知安町ひらふ高原地区
公共サイン設置事業 500,000 円 倶知安町子供特派員・ワ

ンダーキッズ事業 500,000 円

スキー場備品購入事業 210,000 円 花園牧場牧区内給水施設
等整備事業 30,000 円

児童館・児童クラブ運営
事業 2,110,000 円 じゃがりん号運行事業 2,384,142 円

小学校教育用パソコン更
新事業 400,000 円 除雪ヘルパー事業 1,251,000 円

公共下水道（繰出金）事
業 1,771,000 円 合計 9,406,142 円

72.7

40.1

5.4

－6－

これまでいただいた寄付金のうち、9,406,142 円をさまざまな事業に有効活用さ
せていただきました。
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運営の柱

26 年度国民健康保険税収入額

26 年度収入額 3 億 5443 万円
前年度比 

▲ 3078 万円

会　　　計　　　名 予 算 額（ A ) 収入済額（ B )
執行率
B / A

支出済額（ C )
執行率
C / A

一　　　般　　　会　　　計 78 億 9977 万円 40 億 6603 万円 51.5％ 33 億 2786 万円 42.1％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 7 億 8412 万円 3億 8959 万円 49.7％ 4 億 0725 万円 51.9％

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1 億 5880 万円 6671 万円 42.0％ 4850 万円 30.5％

介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 429 万円 232 万円 54.1％ 167 万円 38.9％

公  共  下  水  道  事  業 9 億 4127 万円 3億 8546 万円 41.0％ 3 億 6519 万円 38.8％

地 方 卸 売 市 場 事 業 621 万円 352 万円 56.7％ 98 万円 15.8％

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業

事

業

会

計

水

道

資 本 的
収　入 2666 万円 0円 0.0％

支　出 2億 354 万円 1億 2675 万円 62.3％

収 益 的
収　入 3億 276 万円 1億 3399 万円 44.3％

支　出 2億 8408 万円 7354 万円 25.9％

平成 27 年度予算執行状況（4－ 9月）

平成 26 年度からの繰越明許事業執行状況 (上半期 4－ 9月）

会　　　計　　　名 繰越予算額（ A ) 収入済額（ B )
執行率
B / A

支出済額（ C )
執行率
C / A

一 般 会 計 6119 万円 5994 万円 98.0％ 1480 万円 24.2％

公共下水道事業特別会計

50

60

70

80

90

100

国保税

町税

町民税
8億 4245 万円
（39.3％）

固定資産税
9億 9459 万円

（46.5％）

都市計画税
7869 万円

（3.7％）

軽自動車税
2484 万円
（1.1％）

入湯税
2494 万円

（1.2％）

町たばこ税
1億 7472 万円

（8.4％）

町　税　の　内　訳

町税総額

21億4023万円

（国保税除く）

H 1 7　 H 1 8　 H 1 9　 H 2 0　 H 2 1　 H 2 2　 H 2 3　 H 2 4　 H 2 5　 H 2 6　 H 2 7

H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26

単位：億円 注）27 年度は当初予算額

76.1

21.4

4.6

96.1

78.2

※グラフは、現年度分と滞納繰越分を合わせた収納率を掲載

町税、国保税の収納率の推移

一般会計決算額と地方交付税の推移

※繰越明許費：事業の性質など、何らかの事由によって、当該会計年度内に支出が終わらない見込のあるものについて、限度額を定め、議会の議決を得て翌年度に限
り使用できる予算のこと。

21.4

32.232.2

78.5

22.0

21.1

33.833.8

4.4

22.5

4.1

20.4

35.235.2

22.4

4.0

20.9

27.827.8

23.1

3.8

20.1

33.033.0

21.2

3.3

20.7

42.442.4

22.1

3.5

21.4

21.521.5

22.0

3.2

20.0

21.221.2

23.0

3.1

18.1

20.620.6

23.0

3.3

18.0

24.824.8

67.5
61.2 63.4

65.6

84.3

76.5 72.4 79.4

74.4
72.771.6

68.2

63.3
66.9

95.494.994.9
93.593.392.9

26平成2626年度

96.4

78.3

75.1

20.3

3.4

20.7

30.730.7

－7－



人事行政の運営などの状況

「倶知安町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、町職員の前年度（平成 26 年度）の給与、勤務
条件などの状況について公表します。

■人件費の状況（26 年度一般会計決算、特別職を含む）

歳 出 総 額
（ A ）

人　件　費
（ B ）

前年度比 人件費率
（ B/A ）

前年度比

76億 554 万円 13億 2461 万円
（共済費負担など含む）

＋ 4015万円
＋ 3.1％ 17.42％ ＋ 1.06％

■職員人件費（職員数は 26 年 4 月 1 日現在、給与費は 26 年度決算額）

職員数（ A ） 職　　員　　給　　与　　費 1人当たり
給　与　費
（ B/A ）退職 採用 給　　料 期末勤勉手当 その他手当 計　（ B ）

一般行政職 152 人 11 人 0 人 5億 7664 万円 2億 1596 万円 8636 万円 8億 7896 万円 578 万円

技能労務職 7人 1人 0人 2690 万円 966 万円 523 万円 4179 万円 597 万円

給食従事員 5人 1人 0人 1519 万円 571 万円 50万円 2140 万円 428 万円

計 164 人 13 人 0 人 6億 1873 万円 2億 3133 万円 9209 万円 9億 4215 万円 574 万円

■平均給料・給与月給
　平均年齢（26 年 4 月 1 日現在）

一般行政職 技能労務職

給 料 319,186 円 321,571 円

※給与 358,470 円 364,150 円

年 齢 42.8 歳 48.6 歳

※平均給与には諸手当をすべて含む

■初任給
大　学　卒 高　校　卒

一般行政職
※初　任　給 174,200 円 142,100 円

※ 2年後の給料 184,400 円 149,200 円

経験 10 年 経験 20 年 経験 25 年 経年 30 年

大　学　卒 249,084 円 345,940 円 380,632 円 387,383 円

高　校　卒 - 295,020 円 360,228 円 363,333 円

■経験年数別の平均給料月額（一般行政職、26年4月1日現在）

■特別職・町議会議員の給料・報酬（月額）

三　　　　　　　役 議　　　　　　　員

町　　長 副 町 長 教 育 長 議　　長 副 議 長 議　　員

給料・報酬 665,000 円
（700,000 円）

570,000 円
（600,000 円）

522,500 円
（550,000 円）

255,000 円
（268,000 円）

207,000 円
（218,000 円）

173,000 円
（179,000 円）

期末手当 6月期：1.90 月　12 月期：2.05 月
役職加算なし

年間 4.0 月分（4.40 月分）

※かっこ内の額から独自削減

■手当制度
内　　　　　　　　　容 支 給 額

扶

養

○扶養親族のある職員に対して

　・配偶者：月額 13,000 円

　・その他：月額 6,500 円／ 1人

　（配偶者なしの場合）

　・うち 1人：月額 11,000 円

　・特定扶養：満 15 ～満 22 歳の扶養親族がある場合は

　　　　　　　5千円加算

1710 万円

住

居

○住宅などを借り受け、月額 12,000 円を超える家賃な

　どを支払っている職員に対して

　・借家など：家賃月額 1/2（上限 27,000 円）

1340 万円

時

間

外

勤

務

○正規の勤務時間を越えて勤務することを命じられた

　職員に対して

　【勤務日】（原則 1日 3時間以内）

　・勤務 1時間当たり給与額× 1.25

　【週休日】（原則代休振り替え）

　・勤務 1時間当たり給与額× 1.35

3102 万円休
日
勤
務

○祝日、年末年始の休日などに勤務することを命じられ

　た職員に対して（原則代休振り替え）

　・勤務 1時間当たり給与額× 1.35

夜
間
勤
務

○正規の勤務時間として 22 ～ 5 時の間に勤務する職員

　に対して

　・勤務 1時間当たり給与額× 0.25

期

末

○ 6月 1日、12 月 1 日に在籍する職員に対して

　・ 6 月期：基礎額× 1.225 カ月分

　・12 月期：基礎額× 1.375 カ月分
　　　　　　　（役職加算 6級 15％、5・4級 10％、3級 5％）

1 億
5038 万円

勤

勉

○ 6月 1日、12 月 1 日に在籍する職員に対して

　・ 6 月期：基礎額× 0.675 カ月分

　・12 月期：基礎額× 0.825 カ月分

8096 万円

内　　　　　　　　　容 支 給 額

寒

冷

地

○ 11 月から翌年 3月の各月初日に在勤する職員に対して

　・世帯主（扶養親族あり）　月額 26,380 円

　・世帯主（扶養親族なし）　月額 14,580 円

　・非世帯主　　　　　　　 月額 10,340 円

1570 万円

管
理
職

○管理、監督の地位にある職員（主幹職以上）に対して

　・給与月額×部長職 11％、課長職 8％、主幹職 6％
1264 万円

管理
職員
特別
勤務

○管理職員が臨時、緊急の必要、その他の公務の運営の

　必要により、週休日か祝日、年末年始の休日などに勤

　務した場合

　・部長職：1回 11,000 円

　・課長職：1回 8,000 円

　・主幹職：1回 6,000 円

72 万円

特

殊

勤

務

○著しく危険、不快、不健康、困難な勤務、その他著し

　く特殊な勤務に従事し、給与上特別の考慮を必要とす

　る職員に対して

　・税務手当（もっぱら町税の徴収事務に従事する職員）月額 5,000 円

　・上記職員以外で町税の徴収などの事務に従事した

　　職員：日額 500 円

　・感染症防疫業務手当：日額 500 円

　・野犬捕獲業務手当：日額 500 円

　・行旅病人取扱手当：1件 500 円

　・行旅死亡人収容手当：１件 1,000 円

　・火葬業務手当：日額 1,000 円

　・家畜防疫業務手当：日額 500 円

　・徴収手当（水道料金など）日額 500 円

　・停水処分手当：日額 800 円

　・緊急出勤手当：1回 600 ～ 800 円

19 万円

通

勤

○通勤距離が片道 2Km 以上の職員に対して

　・交通機関を利用している場合：運賃などの相当額

　・自動車などを使用している場合：2,000 ～ 31,600 円

132 万円

（勤務に従事した時間が 6 時間
を超える場合は 100 分の 150 を
乗じて得た額）

※国家公務員と同額

－8－
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■勤務する曜日、1日の勤務時間

町職員は毎週月～金曜
日（国民の祝日に関す
る法律で定めた休日、
12 月 31 日～ 1 月 5 日
を除く）が勤務日と
なっています
※勤務時間は、8時 45 分～ 17 時 30 分（うち休憩時間 12 ～ 13 時）

休
憩
時
間

勤務時間 勤　務　時　間

13:00 17:30

8:45 12:00 休暇は年次有給（年間
20 日、繰り越しを含め
ると最大 40 日）産前・
産後、介護、育児、ボ
ランティアなど 22 種類
あります

23.7％

年次有給休暇
取得率
（前年比＋2.7％）

平均取得日数
9.3 日／人

■職員の分限、懲戒処分

処分内容 処分者 処　分　理　由

降　任 0人

免　職 0人

休　職 1人 心 身 の 故 障

分限処分者（本人に不利益が生じる処分）

処分内容 処分者 処　分　理　由

免　職 0人

停　職 0人

減　給 0人

戒　告 2人 道路交通法違反

懲戒処分

■職員の服務

許可件数

営利企業等
従 事 許 可

営利を目的とする私企業・
団体の役員、その他の地
域を兼ねる

0件

自ら営利を目的とする私
企業を営む

0件

報酬を得る事業・事務 4件

■級別職員数（一般行政職等、26 年 4 月 1 日現在）

1 級　定型的な業務を行う職務

2級　高度な知識、経験を必要とする業務を行う職務

3級　①係長、主査の職務②困難な業務を処理する主任の

　　　職務③特に高度な知識、経験を必要とする業務を行

　　　う職務

4級　特に困難な業務を処理する係長、主査の職務

5級　主幹職の職務

6級　部課長職の職務

1 級　　2級　　3級　　4級　　5級　　6級

13 人 12 人

56 人

41 人

17 人
20 人

■職員の福祉と利益保護の状況

福利厚生事業

団体名 概要 公的負担

北海道市町村職員

共　済　組　合

組合員である職員の掛金と使用者である自治体の負担金を財源として、
組合員およびその家族の生活の安定と福祉の向上に寄与するとともに、
公務の能率的運営に資することを目的としています。

2億 420 万円

北海道市町村職員

福　祉　協　会

会員（職員）と家族の福祉の増進と生活安定のため、また共済組合の事
業を補完する様々な事業を行っています。

46 万円

倶知安町職員福利厚生会

職員相互の親睦と福利厚生の向上を図るこ

とを目的に設置されました。

事業内容は右①・②のとおり。

公費負担額＝ 362 万円（26 年度実績）

①健康管理事業 ②元気回復事業

レクリエーションの実施と体育

グループなどへの活動費助成
種　　　　　類 受 診 者 受 診 率

総　合　健　診 129 人 95.3％

ミニドック健診 39 人 97.4％

■その他の項目を含め、「人事行政の運営などの状況」については町公式 WEB サイトでも公表しています。

26平成2626年度
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倶
知
安
農
業
高
校
で
９
月
29
日
（
火
）、

世
界
的
な
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
杉

野
宣
雄
先
生
に
よ
る
押
し
花
講
座
が
開
催
さ

れ
、
全
校
生
徒
85
名
が
作
品
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
本
講
座
は
今
回
で
３
回
目
、
最
終

回
を
迎
え
ま
す
。

　

講
座
の
冒
頭
で
、
杉
野
先
生
は
色
鮮
や
か

な
野
菜
や
果
物
を
使
用
し
た
押
し
花
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。「
野
菜
に
こ
の
よ
う
な
使

い
方
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
、

そ
の
美
し
さ
に
生
徒
た
ち
は
感
銘
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
生
徒
た
ち
は
「
い
ろ
ど
り

染
め
」
と
い
う
技
法
を
学
び
ま
し
た
。
い
ろ

ど
り
染
め
と
は
、
葉
に
専
用
の
絵
の
具
を
塗

り
、
ス
タ
ン
プ
す
る
よ
う
に
紙
や
布
を
染
め

る
技
法
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
校
内
の
敷
地
で
採
れ
た
ク

ワ
の
葉
を
使
っ
て
、
は
が
き
を
染
め
る
作
業

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
最
初
は
思
い
描

い
た
よ
う
な
色
合
い
が
出
な
か
っ
た
り
、
う

ま
く
染
ま
ら
な
か
っ
た
り
と
試
行
錯
誤
し
て

い
た
様
子
も

見
ら
れ
ま
し

た
が
、
ハ
ン

カ
チ
や
ネ
ク

タ
イ
を
染
め

る
後
半
時
に

は
、
上
手
に

染
め
る
こ
と

が
で
き
た
よ

う
で
す
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
前
回
の
講
座
で
作
っ

た
じ
ゃ
が
い
も
の
花
の
押
し
花
を
使
っ
て
、

羊
蹄
山
の
絵
を
作
る
作
業
に
も
取
り
組
み
、

全
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
チ
ョ
ー
ク
で
描
か

れ
た
羊
蹄
山
の
下
に
、
慎
重
に
じ
ゃ
が
い
も

の
花
を
並
べ
て
い
き
ま
し
た
。
仕
上
げ
に
杉

野
先
生
が
、
カ
ラ
フ
ル
な
野
菜
を
使
用
し
た

押
し
花
を
あ
し
ら
い
、
１
枚
の
素
晴
ら
し
い

絵
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

講
座
の
最
後
に
は
、
全
校
生
徒
を
代
表
し

て
、
生
徒
会
長
の
滝
沢
サ
ン
ア
ン
ド
レ
ア
ス

君
が
「
普
段
の
生
活
で
気
付
か
な
か
っ
た
植

物
の
活
用
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
講
座
で
得
た
視
点
を
今
後
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
杉
野
先

生
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
生
の
草
花
班
の
生
徒
た
ち
は

「
今
回
教
え
て
も
ら
っ
た
押
し
花
を
、
地
域

の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
作
っ
た
作
品
は
11
月
５
日

ま
で
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
ま

す
。
生
徒
た
ち
が
一
生
懸
命
作
っ
た
作
品
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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▲生徒たちを指導する杉野先生（写真左）

▲押し花を並べる生徒たち

新
た
な
植
物
の
活
用
法
を
|
農
業
高
校
押
し
花
講
座
|

清
水 

健
治　
氏
（
町
文
化
協
会
理
事
）

　

聖
月
流
聖
江
会
発
足
時
に
入
会
、
同
時
に

日
赤
芸
能
奉
仕
団
に
入
団
し
、
町
文
化
祭
や

黒
松
内
つ
く
し
園
等
福
祉
施
設
の
慰
問
活
動

に
参
加
、
く
っ
ち
ゃ
ん
阿
波
衆
の
会
「
く
っ

ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
連
」
と
し
て
文
化
協
会
に
在

籍
、
く
っ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
祭
り
や
ふ
れ
あ
い

福
祉
ま
つ
り
で
の
活
躍
が
顕
著
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
は
文
化
協
会
理
事

と
し
て
14
年
間
、
平
成
22
年
に
は
同
会
長
と

し
て
会
員
の
文
化
意
識
の
向
上
に
努
め
、
文

化
協
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

田
中 

喜
美
子　
氏
（
百
踊
会
）

　
「
百
踊
会
」
と
し
て
自
ら
の
舞
踊
の
会
を

設
立
、
会
員
と
共
に
文
化
祭
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

芸
能
大
会
な
ど
数
多
く
出
演
、
ま
た
福
祉
施

設
な
ど
に
慰
問
を
行
う
。

　

後
志
舞
踊
の
会
に
入
会
、
道
民
芸
術
祭
後

志
舞
踊
大
会
に
も
毎
年
参
加
し
、
自
ら
の
技

量
の
向
上
に
努
め
る
と
共
に
文
化
協
会
が
開

催
す
る
芸
能
発
表
会
を
は
じ
め
各
種
行
事
に

倶
知
安
町
文
化
協
会 

（
堀　

敏
久
会
長
）
の
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞
が
決
ま
り
、
今
年
は
、
文
化
賞
に

２
氏
、
文
化
奨
励
賞
に
７
氏
が
選
ば
れ
、
11
月
３
日
（
祝
）
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
総
合

文
化
祭
の
席
上
、
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　11 月 3 日（祝）に開催され

る芸能発表会の日程は次のと

おりです。ぜひお越しくださ

い。

■内容・開催時間／

　○芸能発表会（1部）

　　11:30 ～ 13:30

　○文化賞・文化奨励賞表彰式

　　13:45 ～ 14:30

　○芸能発表会（2部）

　　14:40 ～ 17:30

積
極
的
に
参
加
協
力
す
る
な
ど
、
舞
踊
界
に

先
進
的
に
活
躍
さ
れ
、
文
化
の
向
上
に
貢
献

し
た
。

▽
神
保 
信
宏　

氏
（
倶
知
安
陶
芸
愛
好
会
）

▽
西
村 

修　

氏
（
え
ぞ
ふ
じ
ハ
ム
ク
ラ
ブ
）

▽
関
根 

幸
子　

氏
（
陶
炎
会
）

▽
村
田 

幸
子　

氏
（
白
樺
書
道
愛
好
会
）

▽
髙
橋 

清　

氏
（
く
っ
ち
ゃ
ん
郷
土
盆
踊　

　

り
同
好
会
）

▽
大
西 

由
希
子　

氏
（
扇
和
会
）

▽
小
松 

猛　

氏
（
北
海
道
詩
吟
連
盟
倶
知

　

安
支
部
）

文

化

賞

文
化
奨
励
賞

文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞
に
９
氏
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ

◆
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
20
―
０
１
７
８

平
日
９
時
30
分
〜
22
時

土
日
祝
日
９
時
30
分
〜
17
時
30
分

※
年
末
年
始
除
く

◆
外
国
語
対
応
（
５
カ
国
語
）

　

☎
０
５
７
０
―
20
―
０
２
９
１

◆
町
総
務
課
法
務
支
援
係

　

☎
56
―
８
０
０
０

Vol.10　マイナンバー詐欺に注意 !!

　

皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。マ
イ
ナ
ち
ゃ

ん
で
す
。

　

10
月
５
日（
月
）か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
始
ま
り
、
10
月
下
旬
頃
か
ら
11

月
中
に
、
通
知
カ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
正
な

勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得
を
行
お
う
と

す
る
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、
訪
問
な

ど
に
関
す
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
な
ど
の
手
続

で
、
国
の
関
係
省
庁
や
地
方
自
治
体
な

ど
が
、口
座
番
号
や
口
座
の
暗
証
番
号
、

所
得
や
資
産
の
情
報
、
家
族
構
成
や
年

金
・
保
険
の
情
報
な
ど
を
聞
い
た
り
、

お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し

た
り
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
点
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

①
「
な
り
す
ま
し
」
の
郵
送
物
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、「
通
知
カ
ー
ド　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
在
中
」、

「
転
送
不
要
」
と
赤
字
で
書
か
れ
た
封

筒
に
入
っ
て
、
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ

ま
す
。
普
通
郵
便
で
ポ
ス
ト
に
入
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
配
達
員
が
代
金
を
請
求
し
た

り
、
口
座
番
号
な
ど
の
情
報
を
聞
い
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
の
返

信
用
封
筒
の
宛
先
が
「
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
で
あ
る
か
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書
に
口
座
番
号
な

ど
を
記
載
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関
連
で
あ
る
こ
と

を
か
た
っ
た
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た

場
合
、
自
分
の
勤
務
先
な
ど
送
付
者
が

明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、
安
易
に
開
封

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
依
頼
は

詐
欺
の
手
口
で
す
。
こ
う
し
た
内
容
の

電
話
や
訪
問
に
は
応
じ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か
た
っ
た
不

審
な
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、
訪
問
等

に
は
十
分
注
意
し
、
ご
近
所
同
士
で
声

を
掛
け
あ
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
内

容
に
応
じ
て
は
、
役
場
、
警
察
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
１
８
８
）
に
連
絡
・

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
で
も
過
ご
し
や
す
い
住
宅

町
営
住
宅
「
白
樺
団
地
」
が
国
交
相
表
彰
受
賞

和
菓
子
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

住
宅
・
建
築
分
野
に
お
け
る
功
績
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
第
27
回
住
生
活
月
間
功
労
者
国

土
交
通
大
臣
表
彰
を
倶
知
安
町
が
受
賞
し
、

10
月
17
日
（
土
）
に
横
浜
市
で
行
わ
れ
た
式

典
に
お
い
て
、
西
江
町
長
が
国
土
交
通
大
臣

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
町
営
住
宅
「
白
樺
団
地
」
に
対

す
る
施
策
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

白
樺
団
地
（
写
真
）
は
、
豪
雪
対
策
と
し

て
住
宅
と
道
路
を
近
接
さ
せ
、
物
置
な
ど
を

住
宅
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
除
雪
労
力
の
軽

減
を
図
る
な
ど
、
冬
で
も
快
適
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
羊

蹄
山
へ
の
眺
望
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
道

南
杉
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
景
観
に
配
慮
し

た
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
講
座
が

開
講
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
和
菓

子
作
り
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
７
日
（
水
）、
ひ
ら
ふ
地
区
で
和
菓

子
工
房
を
営
む
渡
辺
真
理
先
生
を
迎
え
、
参

加
者
は
う
さ
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
の
作
り
方
を
学

び
ま
し
た
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

生
地
づ
く
り
か
ら
始
ま

り
、
白
あ
ん
の
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
可
愛
ら
し
い

真
っ
白
な
お
ま
ん
じ
ゅ

う
が
蒸
し
あ
が
る
と
、

参
加
者
か
ら
「
わ
ぁ
！
」

と
歓
声
が
。
お
ま

ん
じ
ゅ
う
に
食
紅

な
ど
で
、
う
さ
ぎ

の
顔
を
飾
れ
ば
出

来
上
が
り
で
す
。

　

参
加
者
は
笑
顔

で
出
来
立
て
の
お

ま
ん
じ
ゅ
う
を
ほ

お
ば
り
ま
し
た
。
残
り
は
き
れ
い
に
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
、
お
み
や
げ
と
し
て
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
最
近
倶
知
安
町
に

引
っ
越
し
て
来
た
方
も
お
り
、
講
座
は
交
流

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。　



　

介
護
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
利

用
者
、
家
族
、
介
護
従
事
者
、
そ
れ
を

取
り
巻
く
地
域
社
会
に
お
け
る
助
け
合

い
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
「
い
い
日
、

い
い
日
、
毎
日
あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が

と
う
」
に
か
け
て
、
平
成
20
年
に
11
月

11
日
は
「
介
護
の
日
」
と
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

介
護
は
比
較
的
新
し
い
職
業
で
、

元
々
は
看
護
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
生

活
上
の
お
世
話
が
、
医
療
の
進
歩
や
看

護
業
務
の
専
門
化
に
よ
り
、
介
護
業
務

と
し
て
介
護
職
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
に
関
わ
る
職
種
・
資
格
の
主
な

も
の
は
、
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

【
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
】

　

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

な
ど
在
宅
や
施
設
で
介
護
業
務
に
従
事

す
る
基
礎
資
格
で
す
。
以
前
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
に
相
当
し
、
養
成
講
座

を
受
講
す
る
こ
と
で
資
格
が
修
得
で
き

ま
す
。

【
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
課
程
】

　

初
任
者
研
修
の
上
級
資
格
で
、
養
成

講
座
の
受
講
に
よ
り
資
格
が
修
得
で

き
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級
に
相
当
し

ま
す
。

【
介
護
福
祉
士
】

　

主
に
施
設
な
ど
で
入
浴
や
食
事
な
ど

日
常
生
活
上
の
介
護
を
行
っ
た
り
、
介

護
に
関
す
る
指
導
を
行
う
国
家
資
格
で

す
。
養
成
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
、
介

11
月
11
日
は
、
介
護
の
日

今
年
の
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

－12－

護
福
祉
士
実
務
者
研
修
を
終
了
し
、
国

家
試
験
に
合
格
す
る
と
修
得
で
き
ま

す
。

【
社
会
福
祉
士
】

　

日
常
生
活
上
で
援
助
が
必
要
な
人
の

相
談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け
た
様
々
な

調
整
を
行
う
専
門
職
で
国
家
資
格
で

す
。
介
護
現
場
で
は
、
施
設
の
生
活
相

談
員
や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。

【
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）】

　

在
宅
や
施
設
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
調
整
や
計
画
作
成
を
行
い
、
介
護

に
関
す
る
相
談
や
必
要
な
援
助
を
行
い

ま
す
。
一
定
の
資
格
を
も
ち
、
福
祉
や

介
護
の
現
場
で
５
年
以
上
の
実
務
経
験

が
必
要
で
す
。

　

介
護
は
「
助
け
」
や
「
守
り
」
を
意

味
し
ま
す
が
、
専
門
職
が
担
う
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
か
ら
の
声
か
け
や
ね

ぎ
ら
い
、
理
解
や
思
い
や
り
も
、
身
近

で
大
切
な
「
介
護
」
な
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
23
―
０
１
０
０

　

最
近
、
乳
が
ん
検
診
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
が
ん
検
診
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
の
中
間
報
告
書
で

は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
普
及
や
検

診
精
度
の
観
点
か
ら
、
乳
が
ん
検
診
の

対
象
は
40
歳
以
上
の
方
で
、
２
年
に
１

度
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
単
独
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
ぜ
40
歳
以
上
？
と
よ
く
質
問
を
受

け
ま
す
が
、
若
年
の
方
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
で
異
常
が
見
分
け
ず
ら
く
、
ま

た
、
検
診
に
よ
る
放
射
線
被
爆
量
の
考

慮
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
若
年
で
の
発
症
も
増
加
し
て

お
り
、
40
歳
未
満
で
も
血
縁
に
乳
が
ん

の
方
が
い
る
方
な
ど
は
、
個
人
的
に
超

音
波
検
査
に
よ
る
検
診
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
次
回
検
診
ま
で
の
間
は
自
己
触
診
を

　

唯
一
自
分
で
発
見
で
き
る
可
能
性
の

あ
る
乳
が
ん
は
、
発
見
さ
れ
た
約
７
割

の
方
に
し
こ
り
他
の
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
し
た
。閉
経
前
の
方
は
月
経
終
了
後
、

閉
経
後
の
方
は
毎
月
１
回
、
日
を
決
め

て
行
い
ま
し
ょ
う
。（
左
図
を
参
照
）

○
検
診
を
お
済
み
で
な
い
方

　

特
定
健
診
、
骨
・
肝
炎
・
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
症
検
診
、
が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・

大
腸
・
子
宮
・
乳
）
の
対
象
年
齢
、
町

の
費
用
補
助
、
実
施
医
療
機
関
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課
保

　

健
指
導
係
☎
22
―
１
１
４
４



　あいあい広場（0歳）　　　12 月　2日（水）

　きらきら広場（1歳）　　　12 月　9日（水）

　のびのび広場（2・3歳） 　12 月 16 日（水）

☆どの広場もクリスマス飾り制作を 10 時から行いま

　す

■申込／ 11 月 9 日（月）9時 30 分～

■日時／ 12 月 4 日（金）10 時～ 11 時 30 分

■場所／保健福祉会館

■持物／飲み物（お子さんの分も）と汗拭きタオル

※動きやすい服装で参加してください

※託児をします

■申込／ 11 月 9 日（月）9時 30 分～

　

ス
ク
ー
ル
の
最
後
に
は
、
離
乳
食
を

実
際
に
赤
ち
ゃ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
じ
め
て
し
ら
す
を
食
べ
る
と

い
う
赤
ち
ゃ
ん
。
口
に
入
れ
た
瞬
間
、

初
め
て
味
わ
う
味
に
驚
き
の
表
情
を
見

せ
た
後
、
お
い
し
そ
う
に
笑
顔
で
し
ら

す
を
パ
ク
パ
ク
食
べ
て
い
た
の
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
は
マ
マ
さ
ん
の

作
る
離
乳
食
で
、
ど
ん
ど
ん
初
め
て
食

べ
る
味
に
出
会
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回

の
ス
ク
ー
ル
は
そ
の
一
助
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ベ
ビ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
案

内
は
、
対
象
と
な
る
マ
マ
さ
ん
へ
時
期

に
合
わ
せ
て
送
付
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
マ
マ
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課
保

　

健
指
導
係
☎
22
―
１
１
４
４

　

子育て支援センターだより

★ 12 月の広場のお知らせ

子育て支援センター（南 2東 1）☎ 22-0419

開館時間 9 時 30 分～ 16 時（11 月～ 3月）

（正午～ 13 時は玩具等の消毒のため一時閉館）

休館日　日曜日、祝日、年末年始

－13－

　

９
月
18
日
（
金
）
保
健
福
祉
会
館

で
、
ベ
ビ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
初

期
コ
ー
ス
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
生
後
７
ヶ
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
を
育
て
る
マ
マ
さ
ん
９
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

離
乳
食
作
り
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
後

５
か
月
を
迎
え
る
頃
、
お
か
ゆ
を
与
え

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
慣
れ

て
き
た
ら
、
だ
し
汁
で
味
付
け
し
た
ニ

ン
ジ
ン
や
大
根
、い
も
類
な
ど
の
野
菜
、

豆
腐
や
し
ら
す
な
ど
、
与
え
る
食
べ
物

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
い
き
ま
す
。

　

果
汁
な
ど
の
甘
い
物
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
多
く
が
好
み
ま
す
が
、
ご
は
ん
な
ど

味
の
薄
い
も
の
を
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
与
え
る
の
が
好

ま
し
い
こ
と
や
、
初
め
て
食
べ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
食
べ
た
あ
と
赤
ち
ゃ
ん

の
様
子
を
し
っ
か
り
見
て
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に
行
う
こ

と
な
ど
、
栄
養
士
の
話
に
マ
マ
さ
ん
た

ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

お
話
の
後
、
マ
マ
さ
ん
た
ち
は
用
意

さ
れ
た
離
乳
食
の
試
食
を
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
野
菜
を
使
用
し
た
離
乳
食
の

作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

マ
マ
さ
ん
た
ち
か
ら
は
多
く
の
質
問

が
栄
養
士
に
向
け
ら
れ
、
離
乳
食
に
関

す
る
不
安
や
疑
問
が
解
消
さ
れ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

★第 4回子育て講座（ヨガレッスン）

初
め
て
の
味
へ
の
出
会
い　

ベ
ビ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

▲初めてしらすを食べる赤ちゃん

倶知安町子育て講座

親子ニコニコ大作戦！絵本 de 元氣アップ

　絵本セラピストの塩
し お や

谷隆
たかはる

治さ

ん（写真）を講師に招き、絵本

館で子育て講座を開催します。

　塩谷さんは元高校教師で、こ

れからはココロの時代であると

考え、教育を別の角度からアプ

ローチするために退職。ココロの塾「笑華尊塾」を

立ち上げ、「元氣アップ」をテーマに、しあわせ連

鎖プロデューサーとして全国で活動中です。

　詳しくは今月の折り込みチラシをご覧ください。

■講師／塩谷隆治さん

　　　　（笑華尊塾代表・絵本セラピスト）

■日時／ 11 月 26 日（木）13 時 30 分～ 15 時

■場所／町絵本館 2階

■対象者／子育て中の保護者

　　　　　（お子さんを連れて参加できます）

■参加料／無料

■申込み／不要です。当日会場にお越しください

■お問い合わせ／町教育委員会社会教育課

　　　　　　　　☎ 22-4151



町内の各種グループ・サークルの催しなどをお知らせください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課企画振興室広報広聴係へ要連絡

■年末調整とは

　給与所得者にとって、年末調整は確定申告に代わるもので

す。つまり、毎月の給与やボーナスなどから徴収された所得

税の今年の合計額について、給与総額から算出した所得税額

（年税額）と比べて、生じている過不足額を清算するものです。

ほとんどの給与所得者は、年末調整を受けると所得税の納税

が完了し、改めて確定申告を行う必要が無くなります。

■年末調整を受ける際の注意

①扶養控除の申告書　

　勤務先に「給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」を提

出している人で、平成 27 年中に結婚、出産、就職などによ

り扶養親族に異動があったときは、その都度、この申告書を

勤務先に提出することになっています。本年中に異動があっ

てもまだ提出していない人は、年末調整に間に合うように提

出してください。また、扶養親族で、平成 27 年中の所得が

38 万円を超える人は、扶養控除が受けられませんので、扶

養親族の所得についても今一度ご確認ください。（ただし、

配偶者については、所得が 38 万円を超える場合であっても

76 万円未満であれば、「配偶者特別控除」が受けられます）

　平成 28 年分の扶養控除申告書には被扶養者の「マイナン

バー（個人番号）」の記載が新たに必要となりますので、注

意が必要です。10 月から順次世帯ごとに通知される「個人

番号通知書」が必要となりますので、個人番号通知書の紛失

にはご注意を !!

②保険料控除等の申告　

　本人が支払った国民健康保険税や国民年金などの社会保険

料はその全額が、また、生命保険料や地震保険料などはその

支払った額に応じて算出した額が、それぞれ年末調整の際に

所得から控除されます。これらの控除を受けるためには、加

入先から発行された「保険料等控除証明書」などの添付が必

要になります。これらの書類が送付される時期です。こちら

も紛失にはご注意を !!

■お問い合わせ／税務課住民税係☎ 56-8003

－14－

納税だより

暮らしの

Information

年末調整の時期が近づいてきました

■
募
集
人
数
／
１
名

■
対
象
／
町
内
在
住
で
、
心
身
と
も
に
健

　

康
な
65
歳
未
満
の
方
（
満
65
歳
誕
生
月

　

の
属
す
る
年
度
の
３
月
末
日
定
年
）

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

■
必
要
資
格
／
普
通
自
動
車
免
許
（
要
マ

ニ
ュ
ア
ル
）

■
任
用
期
間
／
採
用
決
定
翌
月
１
日
〜
平

　

成
28
年
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

■
勤
務
時
間
／
８
時
45
分
〜
17
時
30
分　
　

 

　
（
昼
休
憩
１
時
間
）

　

休
日
：
水
・
土
・
日
曜
日
・
祝
日

■
賃
金
／ 

月
額
11
〜
15
万
円
程
度
（
経
験

に
よ
る
）
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

■
勤
務
内
容
／
集
金
業
務
、
開
栓
・
閉
栓

業
務
、
異
動
に
係
る
検
針
業
務
、
水
道

事
務
一
般
業
務
補
助
、
窓
口
・
電
話
対

応
な
ど

■
応
募
方
法
／
履
歴
書
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
水
道
課
総
務

係
へ
提
出
（
随
時
受
付
）

　

書
類
選
考
の
上
、
面
接
日
時
な
ど
連
絡

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
水
道
課
総
務
係

　

☎
56
―
８
０
１
３

■
受
験
資
格
／
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　

で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
（
中
卒

　

見
込
含
む
）

■
推
薦
採
用
試
験
／

　

受
付
期
間
：
11
月
１
日
〜
12
月
４
日

　

試
験
日
：
平
成
28
年
１
月
９
日
〜
11
日

　

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

■
一
般
採
用
試
験
／

　

受
付
期
間
：
11
月
１
日
〜
平
成
28
年
１

■
募
集
期
限
／
11
月
13
日
（
金
）

一
般
世
帯
向
け
（
複
数
世
帯
）

・
南
９
条
団
地
（
南
９
西
２
）

　

※
浴
室
有
り
、
浴
槽
無
し

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

・
ひ
ま
わ
り
団
地
（
北
６
西
５
）

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
３
階
）

・
白
樺
団
地
（
北
４
東
７
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

一
般
世
帯
向
け

（
複
数
世
帯
ま
た
は
単
身
世
帯
）

・
南
６
条
団
地
（
南
６
東
５
）

　

※
浴
室
無
し

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸

高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
世
帯
向
け 

・
ノ
ー
ス
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
（
北
７
西
１
）

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
２
階
）

寡
婦
住
宅
（
45
歳
以
上
65
歳
未
満
の
単
身

の
寡
婦
の
み
）

・
む
つ
み
団
地
（
南
８
西
２
）

　

１
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
２
階
）

※
修
繕
等
が
完
了
し
て
か
ら
の
入
居
に
な

り
ま
す
の
で
、
入
居
可
能
に
な
る
ま
で
日

数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
申
請
に
は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
建
設
課
住
宅
係

　

☎
56
―
８
０
１
２

水
道
課
非
常
勤
職
員

募

集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

　

月
８
日

　

試
験
日
：
平
成
28
年
１
月
23
日

■
お
問
い
合
わ
せ
／

　

倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

■
自
衛
官
募
集
相
談
員
／

　

笹
山　

武
市　
　

☎
22
―
２
４
３
３

　

佐
名
木
幸
子　
　

☎
22
―
４
３
０
２

　

清
水　

礼
子　
　

☎
22
―
０
０
７
５

　

古
谷　

和
之　
　

☎
23
―
３
１
６
５
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楽
し
み
な
が
ら
技
術
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

■
対
象
／
小
学
１
〜
６
年
生
の
男
女

■
入
会
費
／
な
し

■
活
動
日
／
毎
週
火
曜
日
16
時
30
分
〜
18

　

時
■
活
動
場
所
／
倶
知
安
小
学
校
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
竹
内

　

☎
０
８
０
―
１
８
９
６
―
３
８
９
８

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
団
員
募
集

　

服
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
、
日
用
品
な
ど

を
販
売
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
も
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
13
日
（
金
）
10
時
30
分
〜

　

11
時
30
分

■
場
所
・
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
／
真
野
（
問
い
合
わ
せ

　

時
間
：
平
日
９
時
〜
17
時
）

　

☎
０
９
０
―
９
５
２
２
―
８
０
７
２

わ
ん
ぱ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
バ
ザ
ー

　

町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
の
代
表
８
人

が
「
一
日
議
員
」
と
な
っ
て
、
西
江
栄
二

町
長
に
質
問
を
す
る
も
の
で
、
議
長
、
事

務
局
長
に
つ
い
て
も
全
て
子
ど
も
た
ち
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
す
。
一
般
の

西
江
町
長
に
質
問
！

第
13
回
全
町
子
ど
も
議
会
開
会

開

催

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い

た
訓
練
で
、
俱
知
安
町
以
外
の
地
域
で
も

様
々
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が

行
わ
れ
ま
す
。

■
訓
練
実
施
日
時
／

　

11
月
５
日
（
木
）
10
時
ご
ろ

　

11
月
25
日
（
水
）
11
時
ご
ろ

■
訓
練
で
行
う
放
送
試
験
／
町
内
24
カ
所

に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無
線
か

ら
、一
斉
に
「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
」、

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
く
っ
ち
ゃ
ん

で
す
」
と
い
っ
た
内
容
を
放
送
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

　

こ
の
冬
も
要
注
意
！
本
格
的
な
流
行

シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
前
に
、
冬
の
２
大
感

染
症
を
テ
ー
マ
に
第
３
回
目
の
地
域
公
開

講
座
を
開
講
致
し
ま
す
。
お
さ
え
て
お
き

た
い
！
『
家
庭
で
の
感
染
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
』
と
題
し
ま
し
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
対
策
に
つ
い

て
、
感
染
管
理
の
専
門
看
護
師
が
わ
か
り

や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
17
日
（
火
）
14
時
〜
15
時

　

30
分

■
場
所
／
倶
知
安
厚
生
病
院　

新
棟
地
下

　

１
階　

講
義
室

■
参
加
料
／
無
料
（
申
込
不
要
）

■
講
師
／
JA
北
海
道
厚
生
連
倶
知
安
厚
生

　

病
院　

看
護
副
部
長　

感
染
管
理
認
定

　

看
護
師　

佐
藤
純
司

　

感
染
対
策
科　

感
染
管
理
看
護
師

　

加
藤
由
美
子

第
３
回
地
域
公
開
講
座

　

リ
ハ
ビ
リ
特
化
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

カ
ラ

ダ
ラ
ボ
倶
知
安
で
は
、
無
料
体
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
／
介
護
認
定
者

　

※
こ
れ
か
ら
お
考
え
の
方
も

■
日
時
／
11
月
３
・
10
・
17
・
24
日

　

午
前
の
部
10
時
30
分
〜
12
時

　

午
後
の
部
14
時
30
分
〜
16
時

　

※
都
合
の
合
わ
な
い
方
は
、
こ
の
日
以

介
護
に
頼
ら
な
い
カ
ラ
ダ
作
り

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

　
　

外
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、
お

　
　

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
場
所
／
南
３
条
西
１
丁
目
（
元
そ
う
ご

　

電
器
）

■
お
問
い
合
わ
せ
／
管
理
者
（
髙
橋
）

　

☎
55
―
８
１
８
６　
　

55
―
８
１
９
６

FAX

　

全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
空
き

家
」。
町
内
で
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
所
有
者
の
「
財
産
」
な
の
で
、

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
役
場
が
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
所
有
し
て

い
る
空
き
家
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
冬
を
迎

え
る
前
に
建
物
と
敷
地
の
管
理
（
除
雪
・

落
雪
対
策
、
冬
囲
い
）
に
つ
い
て
、
今
一

度
ご
確
認
と
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
行
人
な
ど
第
三
者
に
危
害
を

お
よ
ぼ
す
よ
う
な
管
理
不
全
の
空
き
家

で
、
所
有
者
等
と
連
絡
が
取
れ
な
い
、
ま

た
は
対
応
し
て
く
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係
（
☎

56
―
８
０
０
５
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
お
隣
同
士
の
関
係
に
限
定
さ
れ
る
場
合

は
、
町
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

空
き
家
の
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
？

雪
が
降
る
前
に
対
策
を

注

意

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
で
保
育
士
資
格

　

所
持
者

■
雇
用
期
間
／
平
成
27
年
12
月
１
日
〜
平

　

成
28
年
３
月
31
日
（
更
新
有
り
）

■
勤
務
時
間
／
月
〜
金
曜
日
７
時
45
分
〜

　

18
時
ま
で
の
間
の
８
時
間
程
度
（
土
曜

　

日
は
交
替
で
最
大
月
２
回
程
度
の
出
勤

　

有
り
）

■
賃
金
／
月
額
１
６
７
６
４
０
〜

１
９
２
０
６
０
円
（
社
会
保
険
・
雇
用

保
険
加
入
）

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
11
月
17
日

（
火
）
ま
で
に
提
出

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
／

　

倶
知
安
保
育
所　

☎
22
―
１
５
９
４

倶
知
安
保
育
所
臨
時
保
育
士

方
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
14
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

■
場
所
／
町
議
会
議
場

■
主
催
／
町
青
少
年
問
題
協
議
会
、
町
青

　

少
年
育
成
会
、
町
教
育
委
員
会

■
お
問
い
合
わ
せ
／
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

遠
藤
☎
22
―
４
１
５
１

　

全
国
の
伝
統
的
な
手
工
業
や
生
活
技
術

を
調
査
し
て
い
る
方
を
講
師
に
お
招
き
し

て
、
風
土
館
に
て
２
回
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
少
し
前
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た

私
た
ち
の
生
活
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
私

た
ち
自
ら
の
大
き
な
変
化
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

な
お
、
聴
講
料
は
無
料
で
す
が
、
展
示

風
土
館
講
演
会

見
学
を
含
む
場
合
は
入
館
料（
団
体
料
金
）

が
か
か
り
ま
す
。

■
講
師
／
鹿か
く
ま熊 

勤
つ
と
む
（
茨
城
県
在
住
）

講
演
Ｉ
「
風
土
館
講
座
」

■
演
題
／
む
ら
の
鍛
冶
屋　

野
鍛
冶
の
世
界

■
日
時
／
11
月
28
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

講
演
II
「
木
の
曜
日
特
別
編
」

■
演
題
／
自
然
か
ら
富
を
ひ
き
だ
す
（
仮

　

題
）　

生
き
て
い
る
縄
文
の
技
術

■
日
時
／
11
月
29
日
（
日
）
13
時
30
分
〜



　

冬
季
、生
活
道
路
を
確
保
す
る
た
め
に
、

私
道
な
ど
町
除
雪
対
象
外
道
路
（
会
社
等

の
施
設
構
内
等
を
除
く
）
の
除
雪
を
す
る

地
域
住
民
に
対
し
、
除
雪
業
者
へ
の
委
託

金
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

【
対
象
】

▼
住
宅
３
戸
以
上
で
行
う
延
長
30
㍍
以
上

　

の
車
両
通
行
可
能
な
道
路
の
除
排
雪

▼
次
に
該
当
す
る
自
力
除
雪
が
困
難
と
民

　

生
委
員
が
認
め
た
町
民
税
非
課
税
世
帯

　

が
行
う
延
長
30
㍍
以
上
の
車
両
通
行
可

　

能
な
道
路
の
除
排
雪

　

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

　

②
心
身
障
が
い
や
疾
病
な
ど
の
世
帯

▼
酪
農
業
が
行
う
延
長
が
１
０
０
㍍
以
上

　

の
乳
牛
運
搬
用
道
路
の
除
雪

■
補
助
金
／
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
対
象

　

ご
と
に
決
定

■
申
請
手
続
き
／
建
設
課
備
付
の
申
請

書
、
位
置
図
、
受
益
者
名
簿
な
ど
の
必

要
な
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
申
請
期
限
／
12
月
１
日
（
火
）
必
着

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

資格商法詐欺の続き

　資格を取れると通信教育を勧めてきた商法を

利用した人のほとんどが資格は取れず、ただ高

額な教材費を払ってしまったという事件が、一

回目の詐欺でした。

　その後、10 年ほど経ってから、「その勉強が

途中になっている人は手続きをしなければなら

ないので」とことば巧みに次の契約にサインさ

せ、15 万円～ 49 万円までという法外なお金を

まき上げようとしている二次被害が出ていま

す。以前に利用（契約）した名簿がどうやら売

買されているのではないかと思われます。

　こんな電話がきたら、長く話をしないで、関

係ない話だと言って電話を切ってください。オ

レオレ詐欺と同様と思ってください。大切なお

金を失わないように、ご注意ください。

■消費生活相談室（公民館 1階団体室）

■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

■時間外の緊急相談は☎ 22-2101（荒野）
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第
２
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
が

始
ま
り
ま
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
購

入
す
る
に
は
、
今
月
号
の
広
報
の
折
込
み

チ
ラ
シ
に
あ
る
「
購
入
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
11
月
10
日
ま
で
に

倶
知
安
商
店
連
合
会
に
郵
送
す
る
か
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

購
入
は
１
世
帯
５
万
円
ま
で
と
な
り
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

周

知

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

　

在
留
資
格
が
「
特
定
活
動
」
の
方
は
、

日
本
滞
在
中
の
活
動
内
容
を
パ
ス
ポ
ー
ト

に
添
付
さ
れ
た
「
指
定
書
」
か
ら
確
認
し

ま
す
。

　

在
留
資
格
が
「
特
定
活
動
」
の
人
の
う

ち
、
医
療
目
的
で
滞
在
す
る
人
と
そ
の
帯

同
者
、
観
光
や
保
養
目
的
で
滞
在
す
る
人

と
そ
れ
に
同
行
す
る
配
偶
者
は
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

在
留
カ
ー
ド
だ
け
で
は
在
留
資
格
が
「
特

定
活
動
」
で
あ
る
こ
と
し
か
確
認
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
活
動
内
容
を
パ
ス
ポ
ー

ト
に
添
付
さ
れ
た
「
指
定
書
」
に
よ
り
確

認
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
手
続
の
際
は
必
ず

「
指
定
書
」
が
添
付
さ
れ
た
パ
ス
ポ
ー
ト

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

外
国
人
の
方
が
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
る
際
の
確
認
書
類

私
道
等
除
雪
費
用
補
助

申

請

購
入
申
込
が
多
数
の
場
合
は
、
購
入
限
度

額
が
下
が
っ
た
り
抽
選
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
20
％
の
プ
レ
ミ

ア
ム
が
付
い
て
、
１
セ
ッ
ト
５
千
円
で
購

入
し
た
商
品
券
で
６
千
円
分
の
買
い
物
が

で
き
、
倶
知
安
商
店
連
合
会
の
商
品
券
取

扱
店
等
で
使
用
で
き
ま
す
。
有
効
期
限
は

平
成
28
年
３
月
10
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

期
限
内
に
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
商

品
券
は
無
効
と
な
り
、
払
い
戻
し
も
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
釣
り
は
出
ま
せ
ん
の

で
千
円
以
下
の
買
い
物
に
使
用
す
る
場
合

は
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
の
広
報
の
折
込
み

チ
ラ
シ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
倶
知
安
商
店
連
合
会

　

☎
23
―
０
２
２
２

※
特
に
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
は
在
留
資

格
が
「
特
定
活
動
」
で
す
の
で
、
加
入
手

続
き
の
際
は
「
指
定
書
」
の
確
認
が
必
要

に
な
り
ま
す

加
入
手
続
き
に
必
要
な
物

・
在
留
カ
ー
ド

・
在
留
資
格
が
「
特
定
活
動
」
の
場
合
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
に
添
付
さ
れ
た
「
指
定
書
」

・
印
鑑

・
職
場
の
社
会
保
険
を
や
め
た
場
合
は
、

健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

書
」
が
本
年
11
月
上
旬
頃
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
10
月
〜
12
月
ま
で
に
納
付
し
た
分

は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控

除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る

番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
扶
養
し
て
い
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
納
付
し
た

方
が
そ
の
保
険
料
を
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

笹
山
商
店
で
の
ご
み
袋
の
取
り
扱
い
は

終
了
し
ま
し
た



灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
の
漏
洩
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

秋
も
深
ま
り
、
各
家
庭
で
は
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
式
灯
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油

す
る
場
合
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
完
全
に

消
え
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
給
油
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

暖
房
用
灯
油
、
除
雪
機
用
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
を
保
管
す
る
と
き
は
、
必
ず
専
用
の
容

器
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
に
つ
い
て
も
漏
洩
事
故
防
止
の
た
め
配

管
の
ひ
び
割
れ
や
残
量
ゲ
ー
ジ
な
ど
の
破

損
が
無
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

10 月 19 日 ( 月 ) までに住民環境課住民係へ届

け出があったもので、承諾を受けた内容につ

いて掲載しています。

平成 27年 平成 26年
人　身 15件 25件
物　損 333 件 357 件
死　者 0名 1件

9 月末までの
町内交通事故発生状況

平成 27年 平成 26年
火　災 13件 8件
救　急 626件 580件
救　助 22件 17件
その他 56件 64件

9 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

Q　我が社の勤務時間は、大体午前 7 時から午後 6 時です。昼休

みは適当にとらせています。休日に仕事で急きょ呼び出すことも

あります。勤務時間は特に記録していません。先日、従業員から

平日の残業代と休日出勤分の割増賃金を請求されましたが、勤務

時間の記録がないので、割増賃金を支払う必要はないですよね。

A　厚生労働省の通達（平成 13 年 4 月 6 日・基発第 339 号）では、

「使用者は、労働時間を適正に管理するため、労働者の労働日ご

との始業・ 終業時刻を確認し、これを記録すること」と義務づけ、

時刻の確認・記録方法は、「使用者が、自ら現認することにより

確認し、記録すること」、「タイムカード、IC カード等の客観的

な記録を基礎として確認し、記録すること」を要求しています。

そして、自己申告で労働時間を把握せざるを得ない場合には、使

用者において、必要に応じて労働時間の実態を調査する等の措置

をとることを求めています。このような通達から、使用者には、

労働時間を把握する義務があると考えられています。

　そして、勤務時間を記録していなくても、時間外労働をすれば、

少なくとも、労働基準法に従った割増率で計算した割増賃金は発

生します。

　なお、労働時間の証拠になり得るものとして、パソコンのログ

記録、磁気カードによるプリペイドカード式の乗車カードの通勤

記録、メールの送受信記録、労働者が記録したメモ等などがあり

ます。正確な残業時間が分からなくなってしまった場合には、合

理的な方法で労働時間を推定計算することもあります。

労
働
時
間
が
分
か
ら
な
い
か
ら

残
業
代
を
払
わ
な
い
？

人の動き　平成 27 年 9月末現在

人　　　　　口

　　　男

　　　女

世　　帯　　数

15,299 人

 7,629 人

 7,670 人

7,671 世帯

（前月比  +10）

（前月比  +9）

（前月比  +1）

（前月比  +5）

うち外国籍住民 342人 （前月比  +6）

主
な
事
件

▽
車
上
ね
ら
い
の
発
生

　

駐
車
場
に
ド
ア
ロ
ッ
ク
せ
ず
に
駐
車
し

て
い
た
車
の
中
か
ら
、
財
布
な
ど
が
盗
ま

れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
自
転
車
の
盗
難
事
件
の
発
生

　

駐
輪
場
に
施
錠
を
し
な
い
で
駐
輪
し
て

い
た
自
転
車
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
交
通
事
故

▽
９
月
５
日
、
建
物
敷
地
内
か
ら
国
道
に

出
る
際
に
、
右
方
不
確
認
の
ま
ま
道
路
に

出
た
こ
と
か
ら
、
右
方
か
ら
進
行
し
て
き

た
車
両
と
出
合
い
頭
衝
突
す
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

▽
９
月
25
日
、道
道
の
直
線
路
を
走
行
中
、

前
方
不
注
視
の
た
め

信
号
待
ち
し
て
い
た

前
車
に
気
付
か
ず
、

追
突
す
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

中
なかむら

村　凰
お う き

希 ちゃん 南 3西 2
　　（父　誠　　　母　恵）

佐
さ と う

藤　心
こ は る

晴 ちゃん 北 7東 4
　　（父　豪　　　母　紗苗）

大
おおかわ

川　瑛
え い と

斗 ちゃん
　　（父　聡太　　母　綾乃）

中
なかはら

原　璃
り の

乃 ちゃん
　　（父　和哉　　母　美希）

神田　すみれ ちゃん 南 3東 5
　　（父　恭平　　母　若菜）

鈴
す ず き

木　乗
の り と

人 ちゃん 北 5西 1
　　（父　大祐　　母　彩絵）

松
ま つ だ

田　梨
り お な

央奈 ちゃん 北 3東 7
　　（父　一希　　母　杏奈）
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ごめいふくをお祈りします
豊　島　キ　ヨさん (89)　　字旭

溝　口　政　光さん (70)　　南 4東 6

鈴　木　　操　さん (64)　　北 1東 1

大　元　惠　夫さん (68)　　字高砂

脇　澤　勇太郎さん (92）　　北 4西 3

松　下　ヨシ子さん (93)　　北 3西 2

中　村　あさ子さん (74)　　北 7西 1

中　田　千鶴子さん (71)　　南 2西 2

大　野　行　美さん (75)　　北 4東 5　　

岩内ひまわり
基金法律事務所

弁護士古宮　靖子
☎ 0135-61-4777
FAX0135-61-4888



展覧会のお知らせ

ミ ュージアムミ

－18－

「小川原脩　ベストセレクション」

　小川原脩のそれぞれの時代のエッセンスが詰め込まれた作品たちをどう

ぞご覧ください。

　会期：開催中～ 12 月 13 日（日）まで

　江別の北海道博物館（旧開拓記念館）

で開催中の「夷
いしゅうれつぞう

酋列像」展をご覧に

なった方も多いのではないだろうか。

この松前藩の家老・蠣
かきざきはきょう

崎波響が描いた

アイヌ絵「夷酋列像」（12 点組）には

いくつかのバージョンがあるが、その

うちのほぼ一組（11 点）が、何とア

ルプスの麓の小都市ブザンソンで発見

されたのは、今から 30 年ほど前。何

故に松前からブザンソンへ。フランス

人の神父や画家、時の将軍の弟、松前

藩、江戸幕府など、取りざたされる名

前は多いが、未だ解明には至っていな

い。そう、作家の手元を離れた作品は、

時として意外なところに姿を現すので

す。小川原作品も決して例外ではあり

ません。

美術館長から

柴柴
しばしば

 　 　勤勤
つとむつとむ

館　長

11 月の休館日
4日（水）、10 日（火）、17 日（火）、24 日（火）

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

■常設展示

■企画展示

「竹岡羊子展―カーニバルに魅せられて」

　世界各地のカーニバルを訪ねて歩き、その華麗な祭りの姿を描き続けて

いる竹岡羊子さん。鮮やかな色彩と躍動感あふれるカーニバルの世界をお

楽しみください。

　会期：開催中～ 12月 13日（日）まで

＜竹岡羊子展関連イベント＞

　ミュージアム・コンサート「カーニバルの宴（うたげ）」

  日時：11月 8日（土）14時～ 15時　会場：当館ロビー　料金：無料

　演奏：コンセール・アミ（テノール／佐藤貢、クラリネット／吉田聖子、

　　　　ヴァイオリン／丸山みゆき、ピアノ／塚越由り映＆柴瑞穂）

アート・イベントのお知らせ

エコール・ド・パリ物語②

「モンパルナスの貴公子　モディアーニの愛と死」

　日時：11 月 14 日（土）14 時～ 15 時　

エコール・ド・パリ物語③

「モンマルトルのダンディズム　自由人パスキン」

　日時 :11 月 28 日（土）14 時～ 15 時　

　いずれも　講師：柴 勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

■土曜サロン

小川原脩記念美術館開館記念日＜開館 17 周年＞無料開放

11 月 3 日（火・祝）9時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）

その他お知らせ

第 8回「ふるさとを描こう」入賞発表

　今年は、管内 15 校の小学校から 67 点の応募作品がありました。最優秀賞にはニセコ小学校６年生小田桐栞音さんの「ひ

まわり畑」が選ばれました。倶知安町内の小学校からの入選者・団体（学校）賞は次のとおりです。　

＊優秀賞／芦田一瑚（東小 1年）、平戸姫穂（北陽小 4年）、大東遥稀（北陽小 5年）

＊審査員特別賞／三田彩葉（北陽小 2年）、本郷里奈（東小 3年）、辻裕輝（北陽小 4年）、渡辺鉄兵（倶知安小 5年）

＊努力賞／北村のどか（倶知安小 1年）、荒木宙（東小 2年）、遠藤碧（北陽小 3年）、西川景（西小樺山分校 4年）、荒竹未

来（北陽小 5年）、紺谷琢磨（北陽小 6年）

＊団体（学校）賞／北陽小学校

◎最優秀・優秀賞は 11 月 3 日～ 9 日まで小川原脩記念美術館、　11 日～ 18 日まで文化福祉センターで展示

◎その他の全作品は 11 月 19 日～ 12 月 13 日まで倶知安町文化福祉センターにて展示します　

　

大
東
さ
ん
の
作
品

▲　

平
戸
さ
ん
の
作
品

▲　

芦
田
さ
ん
の
作
品

▲



　落葉の季節になると、頼みもしないのにたくさんのテントウムシやカメムシがわが家に入り込んでくる。歩き回っ

たり、ライトの周りを飛び回ったり、遠慮する気配はまったくない。迷惑ではカメムシの方が大で、テントウムシな

んぞ可愛いものである。何といってもカメムシはニオイが問題だ。あのニオイが迷惑を大きくするのである。

　そう、カメムシの仲間の最大の特徴はニオイを出すことだ。あのニオイには防御の働きがある。その効果はテキメ

ンで、カメムシを食べる動物はほとんどいないことがそのことを物語る。意外なことに、体外に放出されたニオイ物

質は彼ら自身に対しても有害で、試しに小さな密閉容器にカメムシを入れてニオイを出させるとあっけなくこと切れ

る。だからだろう、カメムシはロウ物質で全身を覆って、自分のニオイに対しても身を守ろうとしている。そのため、

例えば農薬の効果が出にくく、駆除の困難な昆虫の筆頭格になっている。

　さて、侵入トラブルだった。この地域ではスコットカメムシによる被害が圧倒的に多い。彼らは森でミズナラやシ

ラカバなどの樹木の樹液を吸って生活し、農作物に悪さをすることはほとんどない。秋に恋愛を済ませると、彼らは

割れた樹皮の下などに潜り込んで冬越しをする。そこで小さな割れ目を探して懸命に潜り込んでゆくのだが、窓や壁

の隙間は彼らの恰好の入り口になる。ヒトとの不幸な出会いの始まりだ。

　これまでに料理の中に飛び込んで台無しにされたことはあったが、それ

を超える迷惑を受けた。つい先日のこと、部屋の中を飛び回っていた一匹

が右目に飛び込み、おまけにニオイを発射したのである。臭い痛みが顔面

に炸裂した。すぐにぬるま湯で洗浄したが、するどい痛みは治まらない。

翌日になっても痛みは軽くならず、目は充血し、マブタまで腫れあがって

しまった。腫れや充血が引き、違和感が消えるまで数日を要したことで

あった。カメムシの自己主張たるや、実におそるべし。

文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　

―晩秋の迷惑―
392 回

『森の入口の白い樹』

1978 年　小川原　脩　画

　白い樹木の葉はすべて落ち、季節は晩秋であろう。近づく来

訪者に気がついたのか、キタギツネがこちらを振り向く。枝の

上にはクマゲラが一羽に、シマリスが二匹。よく目を凝らして

みると、シマリスは頬袋をいっぱいに膨らませているようだ。

本格的な冬の訪れを前に、小動物たちは忙
せわ

しなく動き回る。

　『森の入り口の白い樹』と題する作品は、1978 ～ 79 年にか

けて 10 点ほど描かれ、過去に当欄でも 2 点を紹介している。

いずれも、一本の白い樹と北国の動物たちが登場する。豪雪地

帯の風雪に耐え、曲がりながらも枝を伸ばしたシラカンバのし

なやかな姿を、小川原は「森の入口―歳月を経た古樹の生命力」

と簡潔に言い表している。森の入り口、その向こうは野生の息

づかいを感じる深い闇が広がる世界。古樹を慕い、敬い、守る

ように寄り添う動物たち。静寂の空間に神秘的な時間が流れる。

静と動が一体となった、小川原ならではのリズムが感じられる

作品である。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）
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　野菜は色の濃い「緑黄色野菜」と薄い「淡色野菜」

に大きく分けることができます。今回のメニューで登

場するパプリカやピーマン等の「緑黄色野菜」はビタ

ミン A（βカロチン）、ビタミン C、ビタミン E等の抗

酸化物質が豊富で、人の体で新陣代謝が行われる際に

重要な働きをしたり、悪玉物質を無害化することで、

血管の内側の傷を修復して動脈硬化を予防したり、が

ん予防につながる他、細胞を若々しく保ちアンチエイ

ジングにもつながります。野菜は 1日 350 ～ 400g 摂る

とよいですが、「緑黄色野菜」はこのうちの 150g 程度で、

今回のメニューでは 50g 程度摂ることができます。

✿材料（2 人分）

✿作りかた

鳥ささ身のチンジャオロース

今月のメニュー

1 人分
エネルギー 170kcal

塩分 1.7g

絵本館 10～ 18 時（水曜休館）

新刊図書の案内

ふまんがあります　　　　　　　　ヨシタケ シンスケ

たのしいクジラのかいかた　　　　さいとう まさる

ママがおばけになっちゃった！　　のぶみ

おばけだじょ　　　　　　　　　　tupera tupera

サクラ咲く　　　　　　　　　　　辻村 深月

ルルとララのミルキープリン　　　あんびる やすこ

テレビのずるやすみ　　　　　　　村上 しいこ

心ときめくおどろきの宇宙探険 365 話

　　　　　　　　　　　　　　　　日本科学未来館

★ 11月 24日（火）は図書整理日のためお休み

公民館 3階図書室 10～ 17 時（月曜休館）

新刊図書の案内

終わった人　　　　　　　　　　　内館 牧子

エピローグ　　　　　　　　　　　円城 塔

中野のお父さん　　　　　　　　　北村 薫

霧　　　　　　　　　　　　　　　桜木 紫乃

花咲小路二丁目の花乃子さん　　　小路 幸也

マイストーリー私の物語　　　　　林 真理子

まにまに　　　　　　　　　　　　西 加奈子

職業としての小説家　　　　　　　村上 春樹

新しい道徳　　　　　　　　　　　北野 武

★ 11 月 26 日（木）は図書整理日のためお休み

★ 11 月 3 日（火・祝）に古本市を開きます

New Books

①鳥ささ身は身を開いて細切りにし、下味をもみ込む

②ピーマン、パプリカは縦半分に切ってから縦に細切り

に、エリンギも細切りにする

③フライパンに分量の半分の油を入れて熱してささ身を

炒め、色が変わったら取り出す

④残りの油を足して、②の野菜を炒め、しんなりとした

ら③の肉を戻して炒め合わせ、調味料を入れる

あっさり、 さっぱり　体が喜ぶ中華

　日を追うごとに寒さが増し、羊蹄山ニセコ連峰

は例年より早く雪が降りました。秋の紅葉も駆け

足で冬に向かっています。

　10 月上旬は発達した低気圧の影響で強風雨と

なり、家屋の損壊、倒木、道路の通行止め、一部

地域の停電などの被害がありました。いざという

ときの日頃からの実践、周知が必要と感じました。

　10 月 10 日には、健康保持・体力向上のきっか

けとなるよう、第 1回町民リバーパークマラソン

記録会が開催され、私も含め多くの方が参加し、

心地良い汗をかきました。来年も行いますので、

参加いただきたいと思います。

　11 月 9 日まで町の総合文化祭が開催されてお

ります。文化や芸術に触れることは、老若男女を

問わず心を豊かにしてくれます。ぜひ参加いただ

き、楽しんでいただきたいと思います。

　国道 393 号線の樺立トンネル（倶知安側）入口

西江栄二西江栄二

ピーマン　2個

エリンギ　80g

下味

　しょうゆ　小さじ 1

　ｼｮｳｶﾞの搾り汁　小さじ 1

　酒　大さじ 1/2

　片栗粉　大さじ 1/2

鳥ささみ　150g

パプリカ　1/2 個

サラダ油　小さじ 2

合わせ調味料

　しょうゆ　大さじ 1/2

　ｵｲｽﾀｰｿｰｽ　大さじ 1/2

　砂糖　小さじ 1/2

　酒　小さじ 1｛ ｛

で連続してスリップ事故が発生し

ております。これからの時期、冬

型の路面状態になります。早めの

冬タイヤ交換など心がけ、事故防

止に取り組みましょう。


	1511_01表紙
	1511_02フォトスポット
	1511_03特集 決算
	1511_04newsあらかると
	1511_05いきいき子育て
	1511_06暮らしのinformation
	1511_07ミュージアム通信
	1511_08図書、料理

